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最
近
、
国
内
に
あ
る
電
力
会
社
の
う
ち
５

社
が
、
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
に
基
づ
く

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
契
約
の
中
断

を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
市
民
か
ら
様
々
な

意
見
が
出
て
い
ま
す
。 

 
 

送
電
線
の
整
備
が
間
に
合
わ
な
い
の
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
と
す
る
肯
定
的
な
受
け
止
め

が
あ
る
一
方
で
、
制
度
構
築
の
際
に
分
か
っ
て

い
た
は
ず
な
の
に
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
と
の

不
信
の
声
、
中
に
は
、
そ
も
そ
も
買
取
制
度

は
矛
盾
し
て
お
り
独
立
型
の
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
こ

そ
が
正
し
い
道
だ
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

足
温
ネ
ッ
ト
に
も
先
日
、
買
取
制
度
に
よ
る

売
電
事
業
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
の
地
産
地

消
は
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ど
の
手
段

を
取
る
か
で
は
な
く
、
何
の
た
め
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
か
で
す
。 

 
 

私
た
ち
は
、
東
京
電
力
・福
島
第
一
原
発

事
故
を
受
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

大
や
省
エ
ネ
の
普
及
に
よ
っ
て
原
発
依
存
か
ら

脱
却
し
、
安
心
で
き
る
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
に
基
づ
く

売
電
事
業
を
始
め
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
に

お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め
る
割

合
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
そ
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
制
度
は
有
効
と
考
え
ま

す
。
た
だ
、
設
置
が
比
較
的
容
易
な
太
陽
光

発
電
だ
け
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
形
で
急
速
に

伸
び
て
い
っ
た
こ
と
は
、
政
府
や
電
力
会
社
に

と
っ
て
も
想
定
外
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

も
ち
ろ
ん
、
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
に

は
改
善
が
必
要
で
す
。
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

は
規
模
別
の
買
取
価
格
が
設
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
買
取
価
格
の
原
資
と
な
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
賦
課
金
は
建
設
実
績
で
は
な
く

設
備
認
定
か
ら
見
込
み
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
賦
課
金
は
１
千
億
円
ほ
ど
取

り
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
主
張
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
接
続

を
前
提
と
し
た
送
配
電
網
の
整
備
を
電
力
会

社
に
求
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

オ
フ
グ
リ
ッ
ド
と
言
え
ど
も
、
蓄
電
池
と
い

う
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ま

だ
価
格
が
高
く
、
個
人
の
家
に
整
備
し
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
送
電
網

や
配
電
網
の
整
備
は
、
私
た
ち
が
負
担
す
る

電
気
料
金
で
電
力
会
社
が
整
備
す
る
も
の
で

す
。
蓄
電
池
を
自
費
で
配
備
す
る
よ
り
も
、

電
気
料
金
で
既
存
の
送
配
電
網
を
整
備
し
な

が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図
る

方
が
、
効
率
的
か
つ
早
期
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
展
開
で
き
る
と
考
え
ま
す
。 

 
 

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
買
取
制
度
に
よ
っ
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
拡
大
し
て
い
っ
た
結

果
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
価
格
が
下
が
り
、

電
気
料
金
よ
り
も
発
電
単
価
の
方
が
安
く
な

る
「
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
が

起
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
る
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
の
方
が
電
気
料
金
よ
り
も
安
く
な
る

時
代
が
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。  

 
 

必
要
な
の
は
、
買
取
制
度
か
オ
フ
グ
リ
ッ
ド

か
で
は
な
く
、
原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と

で
安
心
で
き
る
未
来
を
築
く
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
戦
略
づ
く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
事
務
局
長
・山
﨑
求
博
） 

８ 東アジア気候フォーラム2014に

参加／新刊のご紹介『わたくしは日

本国憲法です。』／活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ 福島告訴団・大熊町町民が語る

子どもたちの健康被害 

さようなら原発江戸川連絡会世話人

岡田隆法 

２ 江戸川にも電力会社があった～

地域の人々が電力会社をつくってい

た時代  事務局長 山﨑求博 

１ 巻頭言 肝心なのはエネルギー

シフト  事務局長 山﨑求博 

●もくじ● 

５ えどがわ市民発電プロジェクト

「えど・そら」だより 

理事 柳澤一郎 

再生可能エネルギーの優先接続を前

提とした送配電網の整備に向けて、

必要な情報は公開されるべきではな

いだろうか（写真は屋久島の農協が

所有する配電網） 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ公式フェイスブック   https://www.facebook.com/sokuonnet 

 9月16日から2日間、韓国･光州市で開催された東ア
ジア気候フォーラム2014に参加してきました。この
フォーラムは、各国の環境NGOメンバーや地方政
府、研究者の方々が、「気候変動災害の時代の東アジ
アの気候戦略」をテーマに日中韓３カ国＋台湾におけ
る気候変動政策や地域の取り組み、脱原発運動などに
ついて討論するものです。 
 セッションは、①日中韓各国の気候政策、②低炭素
東アジアのための市民活動、③緑の都市・緑の自治、
④東アジアの原子力エネルギーの行方、合計4つで
す。報告者からは、気候変動対策が後退しつつある日
韓両政府の状況や地域から車を閉め出すカーフリーに
ついて住民対話との対話を進めて実現させた韓国･水
原（スウォン）市の事例などが報告されました。 
 自分が進行役を務めた④セッションでは、日本から
福島の住民たちの状況が報告されました。参加者やパ
ネラーからは、福島事故を経験したはずの日本で市民
の多くが脱原発を望んでいるにもかかわらず、現政権
が原発推進に舵を切るのは何故か？と問われました。 
 各セッションでの発表が終わり、コーディネーター
によるセッションの総括の際、私はこう述べました。
前者については「原子力は権力と親和性が高く、権力
に守られなければ維持できないエネルギーだ。それに 

 
立ち向かうのは市民運動と地域での実践しかないので
はないか」と。 
 フォーラムでは、最後に気候保護に向けた決意とで
きるだけ早期の脱原発を求める大会宣言を採択して閉
幕しました。その際、台湾の代表から、「不要再有下
一個福島（ノーモアフクシマ）」と書かれた旗が手渡
されました。この旗は、台湾の街角などで掲げられて
いるものです。 
 日本では、政府や財界が原発再稼働の必要性を声高
に叫んでいますが、そうした状況が海外では通用しな
いことをまざまざと感じた2日間でした。なお、次回
のフォーラムは2016年に日本で開催されます。 
 
（文責:山﨑求博） 

 

新刊の 

ご紹介 

東アジア気候フォーラム2014に参加 

07.05 エコメッセ昭島周年行事に出講 

07.06 中期計画づくりワークショップを開催 

07.16 日中環境NGO交流会に参加 

    第４回運営委員会 

07.27 さようなら原発江戸川連絡会「福島原告団･武藤類子 

    さん講演会」に参加 

      原発ゼロ川崎市民共同発電所、ＮＰＯ法人設立総会 

    に出席 

07.28 地域生活研究所エネルギー研究会公開講座「屋久 

    島から考えるエネルギーの自治と協同」に出席 

07.29 地域生活研究所エネルギー研究会に出席 

08.06 江戸川原水協キャンドルデモに参加 

08.10 八王子協同エネルギー法人総会に出講 

08.16 板取ツアー（～18） 

08.19 環境NGO全国ネットワーク（仮称・グリーン連合）立ち 

    上げに向けた打ち合わせに出席 

08.20 第５回運営委員会 

09.12 いたばしに発電施設をつくる区民プロジェクトが市民 

    発電プロジェクト「えど･そら」2号機を視察 

09.15 東アジア気候フォーラム2014に参加（～18） 

09.20 さよなら原発品川アクション総会に出講 

09.24 第６回運営委員会 

    生活クラブ生協が省エネゲームリニューアルを報告 

 足温ネット活動日誌 わたくしは日本国憲法です。 
著:鈴木 篤／朗文堂 
定価:1,296円（1,200円+税） 

 今回は環境関連の本ではありま

せんが、ご紹介したいと思います。

著書は鈴木篤さん、弁護士です。

地域の平和運動に関わり、2011年

11月には、さようなら原発江戸川連

絡会を結成し、足温ネットも参加し

ています。彼は、憲法について語る

時、９条だけでなく前文の重要性を

説きます。 

 憲法前文は「平和を維持し、専制

と隷従、圧迫と偏狭を地上から永

遠に除去しようと努めている国際社

会において、名誉ある地位を占め

たいを思う」と述べています。脱原

発運動に対する嫌がらせや福島事

故を無視した原発新増設方針を打

ち出した政府方針…。まさに、偏狭

と圧迫が支配しようとする今の日本

にとって必要な書と言えるでしょう。 
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●再生エネ市場の太陽光偏重見直し 
（2014.7.3 日経新聞） 

 政府は太陽光に偏重した再生エネ市場の見直

しに着手した。４月に太陽光の買取価格を１

kWh36円から32円に引き下げたのに続き、

年末にかけて本格的な制度改革を詰める。固定 

価格での買取量を予め決める総量制を導入する

案が有力。上限を超えた部分は買取義務をなく

し、自由価格での売買を認める。固定価格を見

直す頻度も、年１回から複数回に増やす方向。 
  

●電力広域機関、理事長に金本氏 
（2014.7.10 産経新聞） 

 全国国規模で電力の需給調整を行うことを目

的に新設する「電力広域的運営推進機関」は

10日、政策研究大学院大の金本良嗣副学長が

理事長に就任する人事を決めた。17日の設立

総会を経て、茂木経産相に認可申請する。理事

には、新電力のエネットの遠藤久仁取締役営業

本部長、電源開発（Ｊパワー）の寺島一希審議

役、東京電力の内藤淳一フェローが就任予定。 
  

●再生エネルギー、８割の自治体で推進 
（2014.7.22 朝日新聞） 

 朝日新聞社と一橋大学は、再生可能エネル

ギーの導入状況について、全国1,741の市区町

村を対象にアンケートした。回答した自治体の

８割が推進に意欲的で、電力や売却益だけでな

く、再生エネを利用した地域振興にも期待を寄

せている実態がわかった。一方で、電力会社に

送電線への接続を断られるなど、機運をしぼま

せかねない障壁も浮かび上がった。 
  

●原子力ゼロ、基幹送電網にも影響 
（2014.7.23 電気新聞） 

 原子力ゼロ状態が続く関西電力の電力系統

に、異変が生じている。日本海側に集中する原

子力が全基停止し、太平洋側に集中する火力発

電の出力が大幅増加。このため一部の送電線に

電流が集中したり、低需要期に基幹系統の電圧

が上昇するなどの問題が出ている。関電の系統

運用部門では設備増強や運用変更などの応急対

策を相次いで実施している。 
  

●新電力乗り換え、契約・解約を一括で 
（2014.7.27 日経新聞） 

 経産省は2016年の電力小売自由化に備え、

既存の電力会社と新規の電気事業者の公平な競

争環境を整えるため、利用者が新電力の窓口に

出向けば、解約手続きも済ませられるようにす

る。また、大手電力各社の顧客の電気利用状況

も新電力側がきめ細かく把握するため、大手電

力から新電力向けのデータ配信を一日4回から

48回に増やすことなどが検討されている。 
  

●家庭用太陽光発電でグリッドパリティ到達 
（2014.7.30 日刊工業新聞） 

 国内の主な太陽電池メーカーの発電量予測を

基に独自に計算したところ、家庭用太陽光発電

システムの多くがグリッドパリティーに到達し

ていた。メーカーの技術革新による発電性能の

向上やコストダウンによって1kWhの電力をつ

くる発電コストは20円に近づいており、26円

の家庭用電力料金を下回った。システム出力

4.55kWで20年間稼働した場合の試算。 

●ピーク時節電で協力金 
（2014.8.6 読売新聞） 

 政府は、真夏など電力需要のピーク時に電力

会社の供給力を上回る需要が発生して大規模停

電が起きるリスクをなくすため、工場や商業施

設などの大口利用者が電力会社との事前取り決

めに応じて節電した場合、節電量に応じた「協

力金」を電力会社が支払う新制度の検討を始め

る。2016年度までの導入を目指し、経済産業

省が今年度中にルールのたたき台を作る方針。 
  

●泉佐野市がPPS立ち上げへ 
（2014.8.12 共同通信） 

 大阪府泉佐野市が、関西空港内でメガソー

ラーから割安に電力を購入し、市内の小中学校

など一部の公共施設に電力を販売する特定規模

電気事業者（ＰＰＳ）の一般財団法人「泉佐野

電力（仮称）」を本年度中にも立ち上げる方針

を固めたことが分かった。関西電力の送配電網

を利用。年間約１千万円の光熱費削減効果を見

込む。同市と民間企業の共同出資形式。 
  

●京都府、再生エネ普及条例制定へ 
（2014.8.19 日経新聞） 

 京都府は再生可能エネルギーの導入を促すた

めの条例を作る。条例案は来年６月議会への提

出を目指す。条例には府民や企業、地域などに

導入促進のための行動を働きかける内容とす

る。府も事業者や大学などと連携して再生エネ

ルギーの研究開発の推進や省エネ関連産業への

支援など、省エネを促す環境づくりに力を入れ

ていくことを盛り込む方針だ。 
  

●原発の電気を価格保証 
（2014.8.22 共同通信） 

 経産省は21日、総合資源エネルギー調査会

の原子力小委員会を開き、電力の完全自由化後

も電力会社が原発の新増設や建て替えをしやす

くするため、原発で発電した電気に一定の価格

を保証する制度の導入や、廃炉による経営への

影響を緩和する会計制度の見直しを提案した。

脱原発依存の方針や、「原発は安価」としてき

た従来の政府の説明と矛盾する可能性がある。 
  

●世界のCO2排出、過去最悪 
（2014.8.22 しんぶん赤旗） 

 ドイツの民間研究機関「国際経済フォーラム

再生可能エネルギー」（本部＝ミュンスター）

はこのほど、化石燃料の燃焼による2013年の

世界のＣＯ２排出量は前年2012年の344億

トンを6億7千万トン上回り、過去最高の351

億トンに達したと発表した。世界の排出量が

311億トンだった2009年以来、年率1.9％の

増加を続けていることになる。 
  

●東京市民ソーラー、高い日照率 
（2014.8.27 朝日新聞） 

 都内で市民発電の動きが急だ。７月に設立さ

れた合同会社「東京市民ソーラー」には多くの

市民発電の代表らが社員として名を連ね、一緒

に問題解決策を探るプラットホームの役割が期

待されている。代表社員の浅輪剛博さんは、小

規模な発電計画を束ねて事業化したり、共同で

市民出資を募ったりして、市民発電の財政的な

基盤を確立したいという。 
  

●市民共同出資で節電所 
（2014.9.5 朝日新聞） 

  市民がお金を出し合ってお店などの節電を

後押しする市民共同節電所の取り組みが福井市

で始まった。店などが省エネ機器を導入する初

期費用を市民が出資、節約できた電気代から配

当金を払う。昨年、1口15万円で42口分の出

資者を集め、今年２月、福井駅近くの商店街と

福井市内の6店舗がLED照明を導入。出資者は

5年間で元本と配当金を受け取る。 

●美浜原発、廃炉を検討 
（2014.9.5 朝日新聞） 

 関西電力が、運転開始から40年超の美浜原

発1、2号機について、廃炉の検討を始めたこ

とがわかった。年内にも最終判断し、福井県や

美浜町とも協議に入る見通し。一方、高浜原発

3、4号機など比較的新しい原発は、安全性が

確認されれば再稼働を急ぐ考え。関電は2010

年、美浜1号機について最長50年の運転方針

を決め、地元の了承を得ていた。 
  

●経産省、熱供給制度見直し 
（2014.9.8 日刊工業新聞） 

 経済産業省はガスや電気で生んだ熱を温･冷

水として建物の冷暖房に用いる「熱供給事業」

に関する規制・制度を見直す。同事業に適用し

ている料金規制を撤廃し、他のサービスとセッ

トで割引できるようにするなどの案を検討。早

ければ2015年の通常国会に熱供給事業法の改

正案を提出する。規制をなくせば料金プランが

多様になり、利便性が高まる見通しだ。 
  

●非住宅用、182万kW分を認定抹消 
（2014.9.11 電気新聞） 

 経産省･資源エネルギー庁は10日、再生可能

エネルギー固定価格買取制度で2012年度に設

備認定を受けた出力400kW以上の非住宅用太

陽光発電のうち、認定抹消･廃止に至った設備

が８月末時点で認定総量の9.7％に当たる182

万kWに上ったことを明らかにした。同庁は、

認定後も建設地と設備が確保できていないプロ

ジェクトについて認定を抹消している。 
  

●NYで「地球を救え」と訴え31万人がデモ 
（2014.9.22 共同通信） 

 23 日 の 国 連気 候 変動 サ ミッ ト を 前 に、

ニューヨーク･マンハッタンの中心部で21日、

「地球を救え」などと温暖化対策の強化を訴え

るデモ行進が行われ、主催者発表で約31万人

が参加した。サミットを主宰する国連の潘基文

事務総長や米俳優レオナルド・ディカプリオさ

ん、温暖化対策を訴えてノーベル平和賞を受賞

したゴア元米副大統領も行進に加わった。 
  

●核のゴミ、30年間暫定保管を 
（2014.9.25 産経新聞） 

 日本学術会議は25日、原発から出る高レベ

ル放射性廃棄物について、10万年程度とされ

る最終処分の前に、原発ごとに保管施設を設

け、30年間暫定保管すべきとする報告書を公

表した。この間に、国民の合意を得た上で、政

府の判断を促している。最終処分場の選定は行

き詰まっており、学術会議が一石を投じた格好

だ。 
  

●小売り事業者規制で最大需要記載を 
（2014.9.30 日刊工業新聞） 

 経済産業省は2016年からの家庭向け電力小

売り自由化後、電気を小売りする事業者に適用

する新しい規制の枠組みを固めた。事業登録の

際に最大需要の見込みと、これに対して確保で

きる見込みの供給能力について、自社電源分や

発電事業者との相対契約で調達する分など調達

先ごとに記載することとし、これらの設定が適

当でない場合は登録を拒否する。 
  

●東北など５電力、再生エネの契約中断 
（2014.10.1 朝日新聞） 

 北海道、東北、四国、九州、沖縄の５電力は

30日までに、再生エネを固定価格で買い取る

契約を中断することを決めた。送電線の能力が

足りず、これ以上増やすと停電などのトラブル

を起こす心配があるためで、経済産業省も作業

部会を設けることを決めた。電力会社間で余分

な電気となどで、再生エネの受入れをどこまで

増やせるかなどを検証する。 

環境・エネルギー 
８行ニュース 

※報道記事を抜粋したものです 
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さ
る
７
月
28
日
、
東
京
都
生
協
連
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
地
域
生
活
研
究
所
「エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

会
」
に
よ
る
公
開
研
究
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
戦
前
の
地
域
電
力
事
業
に
詳
し
い

高
崎
経
済
大
学
・西
野
教
授
が
書
か
れ
た
「東

京
の
電
気
事
業
と
電
源
開
発
」
と
い
う
論
文

を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
江
戸
川
区
に

電
力
会
社
が
あ
っ
た
と
の
記
載
が
…
。
調
べ
て

み
る
と
色
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

●
江
戸
川
電
気
株
式
会
社 

 
 

江
戸
川
区
が
、
ま
だ
南
葛
飾
郡
と
呼
ば
れ

地
域
ご
と
に
村
々
が
点
在
し
て
い
た
明
治
時

代
末
期
、
地
域
の
人
々
が
設
立
し
た
電
力
会

社
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
の
名
前
は
江
戸
川
電

気
株
式
会
社
。
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
才
賀
電
機
商
会
と
い
う
会
社
に
よ
る
プ
ロ

モ
ー
ト
で
し
た
。 

 
 

東
京
電
力
の
前
身
で
あ
る
東
京
電
燈
株
式

会
社
が
東
京
に
初
め
て
電
燈
を
点
し
た
１
８
８

７
年
以
降
、
電
気
に
よ
る
電
燈
は
急
速
に
普

及
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
人
々
に
は

電
燈
事
業
会
社
の
設
立
や
行
政
機
関
と
の
手

続
き
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、
発
電
設
備
の

建
設
に
は
莫
大
な
資
金
と
高
い
技
術
力
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
提
供
し
て
電
燈

事
業
設
立
を
請
け
負
っ
た
り
、
経
営
を
支
援

す
る
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
り
が
才
賀
電
機
商
会
の
創
業

者
・
才
賀
藤
吉
で
す
。 

 
 

彼
は
、
全
国
60
カ
所
で
電
燈
会
社
や
電
気

鉄
道
会
社
の
設
立
に
関
わ
り
、
「
電
気
王
」
と

ま
で
称
さ
れ
た
人
物
で
す
。
電
燈
会
社
設
立

に
資
本
参
加
す
る
こ
と
で
経
営
権
を
握
り
、

必
要
な
建
設
工
事
や
資
材
購
入
を
自
分
の
会

社
に
独
占
さ
せ
、
電
燈
料
金
収
入
で
投
資
分

を
取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
手
電

燈
会
社
に
比
べ
て
資
本
力
が
小
さ
い
た
め
、
彼

が
会
社
を
設
立
し
た
の
は
大
手
が
進
出
し
て

な
い
地
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
ん
な
中
、
才
賀
が
目
を
付
け
た
の
が
、
東

京
市
に
隣
接
し
て
い
る
も
の
の
、
東
京
電
燈
が

配
電
し
て
い
な
い
南
葛
飾
郡
、
現
在
の
江
戸
川

区
で
す
。 

 
 

江
戸
川
電
気
株
式
会
社
が
逓
信
省
電
気
局

か
ら
南
葛
飾
郡
に
お
け
る
電
燈
事
業
の
事
業

許
可
を
得
た
の
は
明
治
44
年
の
こ
と
で
す
。

社
長
に
就
任
し
た
の
は
千
葉
胤
義
と
い
う
人

物
で
す
が
、
彼
は
江
戸
川
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な

く
、
サ
イ
ザ
ル
麻
の
輸
入
を
手
が
け
た
り
自
転

車
事
業
を
興
す
な
ど
、
今
で
言
う
ベ
ン
チ
ャ
ー

事
業
家
で
し
た
。
し
か
も
、
会
社
所
在
地
は
現

在
の
中
央
区
に
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

事
業
許
可
の
内
容
は
、
出
力
75
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
燃
料
発
電
機
で
発
電
を
行
い
、
船
堀
や
小

松
川
、
瑞
江
と
い
っ
た
南
葛
飾
郡
の
村
々
に
送

配
電
す
る
も
の
で
し
た
。
設
立
時
の
資
本
金
は

10
万
円
で
す
。
当
時
の
役
員
構
成
を
見
て
み

る
と
、
才
賀
電
機
商
会
か
ら
役
員
が
派
遣
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、
専
務
に
大
塚
喜
一
郎
、
常
務

に
川
野
濱
吉
と
い
う
名
前
が
出
て
き
ま
す
。
前

者
は
瑞
江
村
長
、
後
者
は
小
松
川
村
長
を
務

め
て
い
た
方
で
、
川
野
氏
は
大
正
７
年
に
設
立

さ
れ
た
有
限
責
任
小
松
川
町
信
用
購
買
組
合

＝
現
・
小
松
川
信
用
金
庫
の
初
代
組
合
長
に

就
任
し
て
い
ま
す
。
。 

 
 

お
そ
ら
く
、
自
分
た
ち
村
に
電
気
の
灯
り
を

点
し
た
い
有
力
者
た
ち
の
思
い
と
電
燈
事
業
を

プ
ロ
モ
ー
ト
し
て
利
益
を
得
た
い
才
賀
電
機
商

会
の
思
惑
が
一
致
し
て
、
江
戸
川
電
気
株
式

会
社
設
立
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
社
長
や
役

員
に
は
才
賀
電
機
商
会
の
息
の
か
か
っ
た
者
た

ち
が
入
り
、
専
務
や
常
務
は
地
元
の
有
力
者

が
担
う
形
で
の
経
営
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

電
燈
事
業
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
の
は
大

 

江
戸
川
に
も
電
力
会
社
が
あ
っ
た
 

～
地
域
の
人
々
が
電
力
会
社
を
つ
く
っ
て
い
た
時
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

●1914年の東京における電燈会社 
 現在の23区にあたる地域は東京電燈が占め

ていたが、江戸川区や品川区・大田区・世田谷

区・北区では他の電燈会社と競合関係にあっ

た。多摩地域では、八王子市のみが東京電燈

だけだが、他の電燈会社の供給地域は少なく、

多くの地域では電燈会社が進出していなかった

ことが分かる。 
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発
電
出
力
は
当
初
の
75
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
60

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
技
術
的

に
困
難
だ
っ
た
の
か
、
資
金
的
に
難
し
か
っ
た
の

か
、
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
、
葛

西
村
字
桑
川
に
発
電
所
と
会
社
事
務
所
が
置

か
れ
、
事
業
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
電
燈
事
業
は
２
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
、
東
京
電
燈
か
ら
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
供

給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
受
電
工
事
完
了

後
の
大
正
６
年
１
月
に
８
万
円
で
東
京
電
燈
に

買
収
さ
れ
、
江
戸
川
電
気
株
式
会
社
は
そ
の

短
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 

な
ぜ
、
江
戸
川
電
気
は
創
業
わ
ず
か
な
期

間
で
解
散
し
た
の
か
、
東
京
電
燈
側
の
史
料

『
東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』に
、

そ
の
理
由
が
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
東
京
電
燈
と
最
も
競
争
相
手
に
あ
る

恐
れ
が
あ
っ
た
の
は
、
東
京
市
電
気
局
、
日
本

電
燈
、
江
戸
川
電
気
等
の
小
売
事
業
者
で
あ

り
、
競
争
防
止
の
た
め
に
、
江
戸
川
電
気
を
買

収
し
た
と
あ
り
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
東
京
で
は
、
東
京
市
電
気
局
や
京

王
電
気
鉄
道
な
ど
が
電
燈
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
熾
烈
な
価
格
競
争
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

●
お
ら
が
村
に
も
電
燈
が
欲
し
い 

 
 

当
時
の
電
燈
契
約
は
、
せ
い
ぜ
い
電
球
１
個

を
点
す
ぐ
ら
い
で
し
た
。
今
の
よ
う
に
家
電
製

品
の
無
い
時
代
、
ど
の
よ
う
な
必
要
性
が
あ
っ

て
電
燈
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
「生
産
性
の
向
上
」で
す
。
夜
間
に

作
業
を
行
う
こ
と
で
生
産
性
が
上
が
り
ま
す

が
、
灯
油
ラ
ン
プ
は
、
煤
で
汚
れ
た
ラ
ン
プ
の
掃

除
に
時
間
を
取
ら
れ
た
り
、
火
災
を
起
こ
す

危
険
性
も
あ
っ
た
り
し
た
た
め
、
掃
除
の
必
要

が
な
く
火
災
の
危
険
性
も
少
な
い
電
燈
が
喜

ば
れ
た
の
で
す
。 

 
 

戦
前
の
電
燈
事
業
は
、
現
在
の
よ
う
に
法
律

で
供
給
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

収
益
が
見
込
め
な
い
地
域
に
は
送
配
電
を
断

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
村
で
は
電

燈
会
社
に
対
し
て
非
常
に
気
を
遣
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
上
練
馬
村
で
は
、
電
柱
を
立
て
た
り

架
線
を
引
い
た
り
す
る
費
用
を
、
東
京
電
燈

と
村
民
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
っ
た
り
、
工
事
に

あ
た
り
、
社
員
に
昼
食
や
宿
泊
所
を
提
供
し

た
り
、
工
事
従
事
者
に
は
な
る
べ
く
丁
寧
に
応

対
す
る
よ
う
に
上
練
馬
村
か
ら
集
落
に
通
達

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

江
戸
川
や
練
馬
の
よ
う
な
東
京
市
に
隣
接

し
た
地
域
は
良
い
の
で
す
が
、
山
間
部
や
遠
隔

地
に
な
る
と
送
配
電
を
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
村
や
集
落
で

は
、
人
々
が
電
燈
事
業
を
行
う
組
合
を
立
ち

上
げ
ま
す
。
「
電
気
利
用
組
合
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。 

 
 

前
述
の
西
野
教
授
に
よ
る
と
、
１
９
３
２
年

全
国
に
８
５
０
あ
っ
た
電
燈
事
業
者
の
う
ち
、

公
営
が
１
１
８
、
電
気
利
用
組
合
が
２
２
１
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
特
に
、
岐
阜
県
や
長
野
県
は
養

蚕
業
の
た
め
に
夜
間
照
明
が
必
要
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
組
合
設
立
が
活
発
で
し
た
。
事
業
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
集
落
は
住
民
に
寄
附
金
や
労

力
を
拠
出
さ
せ
た
り
、
村
有
林
を
売
却
し
て

設
備
を
建
設
し
ま
し
た
。
養
蚕
業
の
あ
る
地

域
で
は
生
産
性
が
あ
が
っ
て
収
入
が
増
え
た
そ

う
で
す
。 

 
 

電
気
利
用
組
合
は
、
産
業
組
合
法
が
で
き

て
か
ら
伸
び
て
い
き
、
当
初
、
組
合
の
電
燈
事

業
参
入
を
抑
制
し
て
い
た
逓
信
省
も
末
端
地

域
の
配
電
に
つ
い
て
は
電
気
利
用
組
合
に
任
せ

る
と
し
た
通
達
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
う
し
た
地
域
主
導
の
電
燈
会
社
や
電
気

利
用
組
合
は
、
戦
時
体
制
を
支
え
る
た
め
の

電
力
国
家
管
理
に
移
行
す
る
中
で
、
日
本
発

送
電
＋
９
つ
の
配
電
会
社
に
接
収
さ
れ
、
一
時

は
姿
を
消
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
電
力

不
足
の
農
山
漁
村
で
電
力
を
ま
か
な
う
た
め

に
、
農
協
や
漁
協
が
発
電
事
業
を
行
っ
た
り
、

住
民
が
電
気
利
用
組
合
を
設
立
す
る
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
ま
す
。
鹿
児
島
県
屋
久
島
の
安
房

地
区
で
配
電
事
業
を
担
っ
て
い
る
「安
房
電
気

利
用
組
合
」
は
１
９
５
３
年
に
設
立
さ
れ
、
現

在
で
も
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

正
２
年
９
月
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、 

電気利用組合の全国分布状況 
上が1928年/下が1938年 

電
気
利
用
組
合
の
出
資
証
券 
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私
は
、
大
熊
町
で
原
発
か
ら
約
７
・
２
km
の

と
こ
ろ
に
住
ん
で
ま
し
た
。
現
在
は
、
会
津
若

松
の
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
た
ち
向
け
に
塾
を
し
て
ま
す
が
。
最

近
、
子
ど
も
た
ち
に
色
ん
な
症
状
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
違
う
所
に
避
難
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
も
そ
う
で
す
。 

 
 

一
番
多
く
聞
か
れ
る
症
状
が
、
早
く
か
ら

出
て
い
た
も
の
で
、
ま
ず
物
凄
い
吐
き
気
に
襲

わ
れ
て
眠
れ
な
く
な
り
、
吐
き
気
が
お
さ
ま
っ

た
ら
今
度
は
じ
ん
ま
疹
の
よ
う
な
大
粒
の
湿

疹
が
で
き
、
か
ゆ
く
て
か
ゆ
く
て
痛
み
も
少
し

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
湿
疹
が
終
わ
っ
た
と
思
っ

た
ら
今
度
は
黒
い
斑
点
に
な
っ
て
残
る
の
で

す
。
そ
の
症
状
を
訴
え
た
子
は
、
北
海
道
に
避

難
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
共
に
福

島
県
に
戻
っ
て
き
て
会
津
若
松
の
仮
設
住
宅
に

入
っ
て
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

原
因
が
分
か
ら
ず
、
な
ぜ
出
来
る
ん
で
し
ょ

う
ね
と
親
御
さ
ん
が
医
師
に
尋
ね
る
と

「
ん
ー
ー
解
ら
な
い
で
す
ね
。
原
因
不
明
で
す

ね
。
」
と
言
い
な
が
ら
最
後
は
「ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
で
す
ね
」と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 

会
津
若
松
ば
か
り
で
は
な
く
、
郡
山
か
ら
京

都
に
避
難
さ
れ
た
方
が
、
子
ど
も
さ
ん
が
今

年
か
ら
幼
稚
園
に
通
い
始
め
た
ら
、
急
に
じ
ん

ま
疹
に
襲
わ
れ
、
痒
く
て
痛
く
て
何
も
で
き

ず
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
黒
い
斑
点

が
残
っ
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
な
ん

か
様
子
が
お
か
し
い
、
体
が
だ
る
く
幼
稚
園
に

行
こ
う
と
し
な
い
、
そ
こ
で
血
液
検
査
を
や
っ

た
ら
肝
機
能
が
す
ご
く
悪
い
の
で
す
…
。 

 
 

今
年
３
月
、
救
急
車
が
朝
来
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
子
は
朝
、
学
校
に
行
く
前
に
ト
イ
レ
に

入
っ
た
ら
、
心
臓
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
息
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
救
急

車
で
病
院
に
運
ば
れ
て
２
～
３
日
入
院
と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
帰
り
た
い
と
い

う
の
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
１
ヶ
月
後
に
心
電

図
を
と
っ
た
ら
異
常
が
あ
る
と
の
結
果
で
し

た
。
お
母
さ
ん
は
「こ
の
子
は
こ
ん
な
に
な
っ
た

こ
と
な
い
ん
だ
け
ど
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

避
難
し
て
か
ら
こ
の
子
は
な
ん
に
も
や
り
た
く

な
い
感
じ
で
、
怠
け
て
る
の
か
な
と
言
っ
て
い
た

そ
う
な
ん
で
す
け
ど
。 

 
 

大
熊
町
か
ら
避
難
し
た
家
族
は
離
婚
の
確

率
が
高
く
て
、
私
が
見
て
い
る
子
の
親
は
全
員

片
親
に
な
っ
た
ん
で
す
。
全
員
母
子
家
庭
で
、

そ
う
い
う
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
か
ら
来
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
子
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
学
校
で
息
が
止
ま
っ

ち
ゃ
っ
て
、
息
が
出
来
な
く
て
保
健
室
に
運
ば

れ
た
子
も
い
ま
す
。 

 
 

最
近
、
映
画
を
見
て
た
ん
で
す
け
ど
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
の
症
状
と
非
常
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
私
は
ほ
ん
と
に
出
来
た
ら
ば
調

査
を
し
て
欲
し
い
と
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い

る
ん
で
す
。
町
に
も
、
「
大
熊
町
の
明
日
を
考

え
る
女
性
の
会
」
で
被
爆
者
手
帳
と
か
、
そ
れ

が
出
来
な
い
な
ら
健
康
手
帳
を
作
っ
て
欲
し
い

な
ど
、
本
当
に
色
々
と
要
望
し
て
い
る
ん
で

す
。 

 
 

皆
さ
ん
は
、
大
熊
町
は
原
発
を
好
き
で
入

れ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
だ
け
ど
現
に
反
対
し
た
人
た
ち
も
い
た
ん

で
す
。
そ
り
ゃ
あ
、
お
金
が
欲
し
か
っ
た
か
ら

と
、
そ
れ
で
入
れ
ち
ゃ
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
金
で
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
蝕
ま
れ
て
い
っ

た
と
い
う
か
。
原
発
が
建
て
ら
れ
て
稼
働
し
始

め
た
頃
か
ら
多
く
の
人
達
が
精
神
的
な
面
と

対
内
的
な
面
の
両
方
侵
さ
れ
て
い
っ
て
、
だ
ん

だ
ん
お
か
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

大
熊
町
は
白
血
病
が
非
常
に
多
か
っ
た
で
す
。

甲
状
腺
ガ
ン
も
非
常
に
多
か
っ
た
で
す
。 

 
 

原
発
か
ら
３
km
の
地
域
は
線
量
が
非
常
に

高
く
管
理
区
域
並
で
し
た
。
普
通
は
人
は
住
ん

じ
ゃ
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
熊

町
は
、
元
々
人
が
住
ん
で
い
る
所
に
原
発
が
ボ

ン
と
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
、
み
ん

な
逃
げ
な
い
し
、
お
金
が
入
る
か
ら
い
い
と
思
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。 

  

だ
け
ど
、
元
々
病
気
が
ち
の
子
が
結
構
い
た

の
に
、
原
発
事
故
後
、
病
気
に
な
る
子
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
絶
対
言
わ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
奇
形
児
が
多
く
な
っ

て
、
骨
髄
の
病
気
も
多
く
な
っ
て
き
て
…
、
み

ん
な
の
変
化
が
あ
り
告
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。
私
も
言
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
す
。 

 

※
こ
れ
は
、
当
日
の
講
演
内
容
を
主
催
団
体

「さ
よ
う
な
ら
原
発
江
戸
川
連
絡
会
」の
世
話

人
岡
田
隆
法
さ
ん
が
ま
と
め
た
も
の
で
す 

福
島
原
発
告
訴
団
講
演
会
「
こ
れ
で
も
罪
を
問
え
な
い
の
で
す
か
」 

（
７･
27
於
：
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

大
熊
町
町
民
が
語
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
被

●大熊町と福島第一原発の位置関係図● 
原発事故後は、2012年12月まで町民の立ち入りが全面

禁止される「警戒区域」となり、以後「帰宅困難地域」「居

住制限区域」「避難指示準備解除区域」に再編された。 
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●
発
電
実
績
と
日
照
デ
ー
タ 

 
 

「え
ど
・
そ
ら
」の
９
月
ま
で
の
発
電
実
績
が

出
ま
し
た
。 

 
 

図
１
は
、
東
電
の
検
針
デ
ー
タ
か
ら
１
日
当

た
り
の
月
平
均
発
電
実
績
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
号
の
７
月
実
績
が
少
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
検
針
日
が
梅
雨
明
け

後
間
も
な
い
７
月
24
日
で
あ
り
、
ほ
ぼ
梅
雨
の

最
中
の
実
績
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
２
号
の
７
月
分
検
針
日
は
７
月

30
日
と
梅
雨
明
け
後
の
１
週
間
が
含
ま
れ
る

た
め
、
前
後
の
月
と
ほ
ぼ
同
じ
値
で
し
た
。 

 
 

た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
１
号
の
７
月
実
績
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
気
象
庁
の
日
照
デ
ー
タ
と

比
較
し
て
み
ま
し
た
。
結
果
を
図
２
に
示
し
ま

す
。
棒
グ
ラ
フ
は
月
ご
と
の
発
電
量
で
、
東
電

の
検
針
デ
ー
タ
で
は
な
く
パ
ワ
コ
ン
の
デ
ー
タ

を
取
り
出
し
た
も
の
で
す
。
折
れ
線
グ
ラ
フ
は

東
京
の
全
天
日
射
量
１
日
分
の
月
平
均
で

す
。
図
を
見
る
と
発
電
量
と
日
射
量
の
傾
向

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
致

し
て
い
な
い
の
は
今
年
の
２
月
で
す
が
、
こ
れ
は

日
射
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
雪
の
た
め

発
電
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

以
上
の
事
か
ら
、
発
電
量
を
日
照
デ
ー
タ

と
比
較
す
る
こ
と
は
、
異
常
を
見
付
け
る
有

効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
は
検
針
デ
ー
タ
と
共
に
注
視
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
１
号
の
冬
季
影
対
策
工
事
に
関
し
て

は
、
施
工
業
者
の
富
士
テ
ク
ニ
カ
ル
と
交
渉
し
、

工
事
は
10
月
中
、
足
温
ネ
ッ
ト
の
費
用
負
担

は
４
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。  

 

●
板
橋
か
ら
市
民
が
来
訪 

 
 

９
月
12
日
に
は
、
板
橋
区
環
境
戦
略
担
当

課
の
職
員
２
名
と
「い
た
ば
し
に
発
電
施
設
を

つ
く
る
区
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
６
名
が

見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

板
橋
区
で
は
、
昨
年
度
に
環
境
を
中
心
と

し
た
活
動
を
す
る
区
民
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

立
ち
上
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
区
役
所
主
催

で
３
回
の
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

参
加
者
の
一
部
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
た
集
ま

り
か
ら
、
市
民
共
同
発
電
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
足
温

ネ
ッ
ト
の
設
立
経
緯
か
ら
市
民
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
で
突
っ
込

ん
だ
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

板
橋
区
と
し
て
は
、
市
民
共
同
発
電
所
を

設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
行
政
が
関
わ
る
と
寄

付
の
関
係
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
幅
が
狭

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
行
政
が
ど
の
程
度
ど
の
よ
う
な
形
で

携
わ
っ
て
い
く
の
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
は
区
民

主
体
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 

ま
た
、
新
潟
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
か
ら
、
市
民
共
同

発
電
所
の
建
設
に
向
け
た
ご
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
設
置
場
所
も
見
つ
か
っ
た
の
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
か
ら
「
20
年
も
事
業
が
継
続
で
き
る
の

か
」
と
の
疑
問
が
出
て
い
て
事
業
が
進
め
ら
れ

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ご
相
談
に
乗
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
11
月
８
日
に
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
自
由
学
校

の
メ
ン
バ
ー
が
来
訪
予
定
で
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 
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●
再
生
エ
ネ
で
地
域
を
立
て
直
す 

  

ま
た
、
地
域
住
民
が
小
水
力
発
電
に
取
り

組
む
た
め
に
農
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
、

そ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
、
岐
阜
県
郡

上
市
白
鳥
町
石
徹
白
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
農

業
用
水
に
小
水
力
発
電
所
を
整
備
し
、
電
気

を
売
っ
た
収
益
を
農
産
物
の
加
工
や
集
落
の

維
持
活
動
に
使
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

 
 

発
電
事
業
の
主
体
と
な
る
石
徹
白
農
業
用

水
農
業
協
同
組
合
は
、
農
業
用
水
の
維
持
管

理
を
主
目
的
と
し
て
、
県
の
認
可
を
受
け
、
４

月
１
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
は
住
民

ら
91
人
。
石
徹
白
川
支
流
の
朝
日
添
川
か
ら

取
水
し
た
農
業
用
水
に
最
大
91
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

発
電
能
力
を
持
つ
小
水
力
発
電
所
を
建
設
、

２
０
１
６
年
度
の
発
電
開
始
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
事
業
費
は
２
億
４
千
万
円
。
う
ち
岐
阜
県

が
55
％
、
郡
上
市
が
20

％
補
助
。
残
る
25

％
に
あ
た
る
６
千
万
円
を
石
徹
白
農
協
が
負

担
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
４
千
万
円
の
融
資
を
受
け
、
残
り
を
住

民
ら
で
用
意
し
ま
し
た
。
売
電
収
益
の
う
ち
、

維
持
管
理
費
や
積
立
金
を
引
い
た
２
０
０
万

円
が
毎
年
手
元
に
残
る
計
算
で
す
。 

 
 

農
協
で
は
、
こ
の
金
を
地
域
の
振
興
事
業
に

使
い
ま
す
。
農
産
物
の
加
工
や
新
商
品
開
発
、

耕
作
放
棄
地
で
の
農
業
、
除
雪
や
草
刈
り
な

ど
地
域
の
維
持
活
動
で
す
。 

 
 

石
徹
白
で
は
住
民
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
や
す
ら

ぎ
の
里
い
と
し
ろ
」
が
、
08
年
か
ら
小
水
力
発

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
動
機
は
経

済
問
題
で
す
。
「
集
落
が
支
払
っ
て
い
る
電
気

料
金
は
年
間
１
千
２
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
地
域

を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
住
民
た
ち
で

お
金
を
出
し
あ
い
豊
富
な
水
資
源
を
使
っ
て
発

電
す
れ
ば
、
電
気
料
金
に
よ
る
富
の
流
失
を

食
い
止
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
理
由

か
ら
で
し
た
。 

 
 

実
は
足
温
ネ
ッ
ト
で
は
、
08
年
に
石
徹
白

を
訪
問
し
、
彼
ら
が
農
業
用
水
路
に
設
置
し

た
発
電
用
水
車
を
見
学
し
て
い
ま
す
。
既
存
の

農
業
用
水
路
の
内
側
に
、
も
う
一
本
迂
回
水

路
を
設
け
、
そ
こ
に
「ら
せ
ん
型
水
車
」を
設

置
し
ま
し
た
。
ら
せ
ん
型
で
あ
る
た
め
、
水
路

に
落
ち
た
枯
葉
な
ら
一
緒
に
流
し
て
し
ま
う

の
で
、
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
た
め
に
網
を
設
け
た

り
、
人
が
定
期
的
に
掃
除
を
す
る
と
い
っ
た
手

間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
説
明
板
に
よ
る
と
、
戦

前
に
は
富
山
県
の
砺
波
平
野
で
８
千
機
も
の

ら
せ
ん
型
水
車
が
農
作
業
用
の
電
力
を
ま
か

な
う
た
め
に
動
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し

た
積
み
重
ね
が
、
集
落
で
発
電
事
業
専
門
の

農
協
を
設
立
さ
せ
、
実
際
に
電
力
を
ま
か
な

え
る
と
こ
ろ
ま
で
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。 

 
 

さ
て
、
東
京
の
よ
う
な
都
市
部
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
１
世
帯
が
支
払
う
電
気
料
金
は

年
間
約
10
万
円
で
す
。
１
万
世
帯
で
は
10
億

円
に
な
り
ま
す
。
江
戸
川
区
の
場
合
、
30
万

世
帯
あ
る
の
で
、
年
間
３
百
億
円
が
電
気
料
金

と
し
て
区
か
ら
流
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
江
戸
川
区
役
所
の
今
年
度
当
初
予
算
は

３
千
４
百
億
円
で
す
か
ら
、
そ
の
１
割
に
相
当

し
ま
す
。
も
し
、
１
割
節
電
で
き
れ
ば
単
純
計

算
で
30
億
円
が
江
戸
川
区
に
残
り
、
可
処
分

所
得
と
し
て
消
費
に
使
わ
れ
、
地
域
経
済
を

刺
激
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

地
域
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
や
節
電
は
、
も
は
や
環
境
問
題
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
富
の
流
失
を
減
ら
し
て
お
金
の
循

環
を
作
り
出
し
、
疲
弊
す
る
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
有
力
な
手
段
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
動
き
を
原
発
再
稼
働
で
止
め
る
こ

と
は
も
は
や
不
可
能
な
の
で
す
。 

 

上
写
真
：石
徹
白
集
落
に
作
ら
れ
た
発
電
用
ら
せ
ん
型
水
車 

下
写
真
：右
側
の
農
業
用
水
路
に
水
路
を
設
け
て
発
電
す
る 

 連続講演 電力システム改革のゆくえVol.3 

 わが家に電力自由化がやってくる！ 
 

 ●日時 2014. 11.16 (日) 14：00～16：30  

 ●会場 国分寺Ｌホール Aホール 

 ●会費 500円 

 ●主催 電力改革プロジェクト 

 ●申込 ao13111402@ah.e-mansion.com 

 ●講師 船津寛和さん（コンシューマーネットジャパン研究員） 

       都甲公子さん（ＮＰＯこだいらソーラー理事長） 

  いま、私たちの家庭では、福島原発事故を起こし

た東京電力の電気しか、選べません。でも、１年半

後の2016年度からは、他の電力会社も選べるよう

になるのです！NTTの独占が崩れた通信の自由化

と、電力の自由化はどう違うのでしょうか？そして

最近、原発を優遇する電気料金を作ろうとする動き

があります。えっ「原発は安い」って言ってなかっ

たっけ！？ そんな電力自由化についての数々の

疑問と期待、課題に、エネルギーの実務に関わる

最前線の専門家が答えます。電力自由化を通して

真にグリーンな未来を手に入れることができるの

か、いっしょに考えましょう。 


